
● 図書の刊行 ●

● 毎日新聞出版『サンデー毎日』（2018年3月11日号）掲載
 「大学プレスセンターニュースダイジェスト」
 （本事業の紹介）
● 日経産業新聞2018年2月27日掲載
 「たんぱく質で微小構造物」「北大と関西大　病気・遺伝子検査に」
 （葛谷明紀准教授の研究紹介）
● “Chemistry World”（イギリス王立化学会［RSC］の
 オンライン機関誌） 2018年2月7日掲載
 “Flocks of nanorobots could form artificial muscles“
 （葛谷明紀准教授の研究紹介）

● 日刊工業新聞2018年2月1日掲載
 「『自発的に群れるロボ』北大と関西大、人工分子で開発」
 （葛谷明紀准教授の研究紹介）
● “Muy Interesante”（スペインの科学雑誌）437号
 （2017年10月発行）
 “La Era de los Noevos Plasticos”
 （大矢裕一教授の研究紹介）

バイオマテリアルサイエンス 
第二版 ―基礎から臨床まで―

山岡哲二・大矢裕一・中野貴由・石原一彦　著
東京化学同人

高分子基礎科学One Point（全10巻）　
第6巻
高分子ゲル

宮田隆志　著　　高分子学会　編集

共立出版　2017年5月発行
ゲルの膨潤理論、ゲルの拡散、ゲルの合成に
ついての解説のほか、最新のトピックスも多
く紹介されている。高分子ゲルの基礎を通し
て、高分子科学の基礎全般を広く学べる書。

医療・診断をささえる
ペプチド科学
―再生医療・DDS・診断への応用―

平野義明　監修

シーエムシー出版　2017年10月発行
医療・診断分野への応用が注目されるペプ
チドについて、合成法や設計指針、さらに細
胞培養・分化、生体適合性付与、再生治療、
薬物送達、イメージング、診断デバイスへの
応用を解説した1冊。

2017.4-2018.3

北海道大学大学院理学研究院の角五彰准教授、関西大学化学生命工学部の葛谷明紀准教授らの研究グループは、ロボットに必要な3要素である駆動系
（動く）、知能・制御系（考える）、センサー（感じる）を備え、群れのように振る舞う分子ロボットの開発に世界で初めて成功した。ロボットの一種
に、鳥や魚のような群れを再現する「群ロボット」がある。群ロボットは、リーダーがいなくても自発的に環境に合わせて群れの形を変えるほか、仕事
を効率よく分担したり、不具合を補い合ったりするなど、単体のロボットでは不可能なこともできるのが特徴。医療や災害の現場での応用が期待されて
おり、世界的にも競争の激しい分野だが、ミクロサイズのロボットの開発は難しく、これまで成功例はなかった。本研究では、機械による従来のロボッ
トではなく、化学的に分子部品を組み立てることで、世界最小の群ロボット（分子ロボット）を作った。今回の分子ロボットは、私たちの細胞内で物質
輸送に使われているモータータンパク質と遺伝情報を記録するDNAが組み合わされており、ロボットの3要素では前者が駆動系、後者が知能・制御系
に相当する。さらにセンサーとして、光を感知する色素を DNA に人工的に組み込んだ。これにより、化学的信号だけでなく光などの物理的信号を感知
し、自発的に群れたり別れたりする分子ロボットができた。将来は、体中などで働くナノマシンとしての応用が期待される。本研究では、北海道大学が
駆動系の設計、分子ロボットの組み立てと集団運動の実演を、関西大学が知能・制御系部分の化学合成とセンサーの組み込みを担当した。

1） J. J. Keya, R. Suzuki, A. M. R. Kabir, D. Inoue, H. Asanuma, K. Sada, H. Hess, A. Kuzuya, A. Kakugo, DNA-assisted swarm control in a biomolecular motor system, Nature 
Communications, 9, 453 (2018.1).

Nature Communications誌に掲載1）

特定の信号で自発的に「群れ」をつくる分子ロボットの開発に成功

● 注目の研究 ●

● メディア掲載 ●

2003年の初版に続くバイオマテリアルに関
するテキスト。医学および工学を志す学部生
の双方を対象として、バイオマテリアルの基
礎から最新技術までを平易にまとめている。近日

刊行予定

受 賞

教員の表彰

大矢裕一　関西大学 化学生命工学部 化学・物質工学科 教授
「生分解性高分子の合成手法開拓と刺激応答型医用材料としての応用」
日本バイオマテリアル学会賞（科学）（第39回日本バイオマテリアル学会大会／2017.11.20-21／東京）

第39回日本バイオマテリアル学会にて表彰式ならびに
受賞講演が行われた。
【日時】2017年11月20日
17:30～ 表彰式　17:40～18:10 受賞講演

能﨑優太　関西大学　特別任命助教
「温度応答型生分解性インジェクタブルポリマーとリポソームを用いた薬物徐放システム」
優秀研究ポスター賞（第39回日本バイオマテリアル学会大会／2017.11.20-21／東京）

学生の表彰

田中康太　関西大学 理工学研究科 化学生命工学専攻
「W/O界面における糖レクチン複合体架橋を用いたグルコース応答性ゲルカプセルの創製」
優秀発表賞（第26回ポリマー材料フォーム／2017.11.16-17／大阪） ※受賞は2018.2.1

中浦 宏　関西大学 理工学研究科 化学生命工学専攻
「プロテインデリバリーを指向したゲルカプセルの創製とその薬物キャリアとしての機能」
優秀研究ポスター賞（第39回日本バイオマテリアル学会大会／2017.11.20-21／東京）

古島健太郎　関西大学 理工学研究科 化学生命工学専攻
「シランカップリング修飾剤を用いた組織再生型脱細胞血管への細胞親和性付与」
優秀研究ポスター賞（第39回日本バイオマテリアル学会大会／2017.11.20-21／東京）

川岸弘毅　関西大学 理工学研究科 化学生命工学専攻
「折り畳み様形状回復を発現する生分解性形状記憶ポリマー材料の作製」
優秀研究ポスター賞（第39回日本バイオマテリアル学会大会／2017.11.20-21／東京）

間嶋健矢　関西大学 理工学研究科 化学生命工学専攻
「リガンドを導入した側鎖型液晶高分子の合成とフィルム特性」
ベストポスター賞（日本接着学会関西支部 第13回若手の会／2017.11.29／大阪）

平山真優　関西大学 理工学研究科 化学生命工学専攻
「分子応答性マイクロゲルバルブの調製とロジックゲート機能への応用」
ベストポスター賞（日本接着学会関西支部 第13回若手の会／2017.11.29／大阪）

田中静磨　関西大学 理工学研究科 総合理工学専攻
「DNA四重鎖構造を活用した生分解性、インテリジェント性、自己修復性を有するヒドロゲル材料の開発」
第17回東北大学多元物質化学研究所 所長賞（第17回東北大学多元物質科学研究所研究発表会／2017.12.4-5／宮城）
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